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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第56期

第３四半期連結
累計期間

第56期
第３四半期連結
会計期間

第55期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

営業収益（千円） 24,200,2838,321,86531,790,402

経常利益（千円） 1,537,640716,4601,851,093

四半期（当期）純利益（千円） 884,779 419,483 694,753

純資産額（千円） － 13,322,33812,600,116

総資産額（千円） － 22,890,86421,735,624

１株当たり純資産額（円） － 1,250.061,180.83

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 84.82 40.21 66.60

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 57.0 56.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
472,840 － 1,941,267

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△481,573 － △61,881

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△288,563 － △2,008,799

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 765,6221,062,919

従業員数（人） － 1,137 1,009

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．営業収益には消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 1,137(1,777)

　（注）従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者数は当第３四半期連結会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載

　　　　しております。

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 1,084(1,705)

　（注）従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者数は当第３四半期会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載して

　　　　おります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）営業収益実績

　当第３四半期連結会計期間の営業収益実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　なお、当社グループの事業内容は、運送、倉庫、荷役等の物流サービスであり、生産、受注及び販売に該当する金額あ

るいは数量は開示しておりません。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

運送事業（百万円） 5,747

倉庫事業（百万円） 2,236

その他事業（百万円） 337

合計（百万円） 8,321

　（注）１．金額はセグメント間の内部振替前の数値によっております。

　　　　２．本表の金額には消費税等は含まれておりません。

３．当第３四半期連結会計期間の主要受託先別の営業収益実績及び当該営業収益実績の総営業収益実績に対す

る割合は次のとおりであります。

受託先

当第３四半期連結会計期間
(自　平成 20年10月 1日
　至　平成 20年12月31日)

金額（百万円） 割合（％）

㈱シジシージャパン 1,096 13.2

㈱ライフコーポレーション 1,008 12.1

(2）外注実績

事業の種類別セグメントの名称

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

金額（百万円） 外注比率（％）

運送事業 2,066 36.0

倉庫事業 306 13.7

その他事業 90 26.8

合計 2,463 29.6

　（注）１．本表の金額には消費税等は含まれておりません。

２．外注比率は事業の種類別セグメントの営業収益実績に対する外注費の割合であります。

３．外注内容は主に下請傭車、下請倉庫、下請荷役であります。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

 (1)経営成績の分析

     当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界経済の混迷の

   影響を受け、株価下落や急速な円高など国内景気の先行きに大きな懸念を抱かせる状況となりました。また、当社グ

　 ループが主軸をおく食品物流業界におきましても、食品の原材料価格や原油価格等はピーク時に比べ下落してはおり

　 ますが、景気の不透明さを背景とした消費の低迷などにより、全体的な物量は伸び悩みの状態となっております。

　   このような環境の下、営業収益におきましては、今期から稼働を開始した東京臨海支店第二センター、長野営業所

   における取扱物量の増加、また、チェーンストア物流における一部センターでの通過物量の増加などが増収要因とな

   りました。一方、前連結会計年度において連結子会社であった株式会社全農協同流通をＪＡ全農グループの政策に伴

　 い売却（平成19年９月28日付）したことや連結子会社である株式会社ヘルティーでの運行管理業務を寄託者へ移管し

   たことなどにより、全体としては減収となりました。

　   利益につきましては、前述の新設拠点の稼働に伴う人件費や賃借料の増加、上半期中の原油価格高騰の影響を払拭

   できないまま燃料費などの経費負担が増加し、連結子会社の売却や事業移管による経費減をカバーするまでには至ら

   ず、前期比では減益となりました。

　   以上の結果、当第３四半期連結会計期間における営業収益は83億２千１百万円、営業利益は６億７千９百万円、経

   常利益は７億１千６百万円、四半期純利益は４億１千９百万円となりました。

事業の種類別セグメント別の状況は次のとおりであります。

　　①運送事業

　　　本事業の主力であるチェーンストア物流においては概ね順調に推移いたしましたが、連結子会社である株式会社ヘ

　　ルティーにおける運行管理業務の寄託者への移管や一部の既存支店の運輸部門の伸び悩みなどにより、営業収益は

　　57億７千４百万円となりました。営業利益は、倉庫事業との一体運営を行う当社の仕組みの中で、両事業のより正確

    な経費配分の見直しを行った結果、８億１千９百万円となりました。

　　②倉庫事業

　　　東京臨海支店第二センターなど新規施設の稼働により取扱物量の確保に努めましたが、中国製冷凍ギョーザの中毒

　　事件など「食の安全・安心」を揺るがす事件等の影響が未だに尾を引き、全体としての保管物量は伸び悩みました。　

    営業収益は22億６千２百万円、営業利益は運送事業と同様、経費配分の見直しを図った結果、２億２千３百万円とな

    りました。

　　③その他事業

　　　株式会社ヘルティーにおける商品販売事業の政策的判断による取り止めや前連結会計期間中に発生した株式会社全

　　農協同流通の株式売却が減収要因となりましたが、当第３四半期に新設したＰＣ業務部（量販店向けの魚貝類の加

　　工）の稼働があり、営業収益は３億３千９百万円、営業利益は２千７百万円となりました。

 (2)財政状態の分析

　　 資産の部におきましては、営業未収金の増加等があり、第３四半期連結会計期間末の資産合計は228億９千

   万円（前連結会計年度末比11億５千５百万円増）となりました。

     負債の部におきましては、主に営業未払金が増加したことにより、負債合計は95億６千８百万円（前連

   結会計年度末比４億３千３百万円増）となりました。

     純資産の部におきましては、利益剰余金の増加などにより、133億２千２百万円（前連結会計年度末比７億２千

　２百万円増）となりました。

     以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べて0.3ポイント増加し、57.0％になりました。
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　   (3)キャッシュ・フローの状況

　　　　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は７億６千５百万円とな

　　　りました。

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第３四半期連結会計期間において、営業活動の結果得られた資金は２億５千３百万円となりました。これは、

　　　税金等調整前四半期純利益が７億１千５百万円発生したことなどが主な要因です。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第３四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得等により、８千

　　　２百万円の使用となりました。

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第３四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の増加などにより、４

　　　千３百万円の獲得となりました。

 

　　 (4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　　 (5)研究開発活動

　　　　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 41,750,000

計 41,750,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 10,438,000 10,438,000東京証券取引所市場第二部

 単元株式数は　

 100株でありま

 す。

計 10,438,000 10,438,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成20年10月１日～　

平成20年12月31日　
－ 10,438,000 － 1,217,560 － 1,392,060
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（５）【大株主の状況】

　　　　①当第３四半期会計期間において、エフエムアール　エルエルシー（FMR LLC）から平成20年11月21日付の大量　　　　

　　　　　保有報告書の変更報告書の写しの送付があり、平成20年11月14日現在で以下のとおり株式を保有している旨の

　　　　　報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができ

　　　　　ません。　

氏名または名称 住　所 保有株券等の数（株） 株券等保有割合（％） 

 エフエムアールエルエル

 シー（FMR LLC）

 82 Devonshire Street, Boston,

 Massachusetts 02109,USA  
株式　1,026,500  9.83

 

　　　　②当第３四半期会計期間において、ニッポンパートナーズエルピー（Nippon Partners L.P.）から平成20年12月

　　　　　10日付の大量保有報告書の変更報告書の写しの送付があり、平成20年11月11日現在で以下のとおり株式を保有

　　　　　している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数

　　　　　の確認ができません。　

氏名または名称  住　所 保有株券等の数（株）株券等保有割合（％）

 ニッポンパートナーズエ

 ルピー

 （Nippon Partners

 L.P.）

 2711 Centerville Road,Wilmington, 

 DE,USA 
 株式　　411,900 3.95 
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（６）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」につきましては、株主名簿の記載内容が確認できないた

　め、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載を行っております。 

①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　  　6,300 －  単元株式数は100株　

完全議決権株式（その他）
　普通株式 10,430,900　

　　
104,309 同上　

単元未満株式 　普通株式　　    800 －
 １単元（100株）未満の

 株式　

発行済株式総数 10,438,000 － －

総株主の議決権 － 104,309 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、㈱証券保管振替機構名義の株式が6,500株含まれております。また、

　　　　「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数65個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社

ヒューテックノオリン　

東京都墨田区両国二丁目

18番４号　
6,300 － 6,300 0.06

計 － 6,300 － 6,300 0.06

 　（注）当第３四半期会計期間末日現在の自己株式は6,200株であります。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 713 778 735 720 699 642 599 588 650

最低（円） 579 664 665 616 591 570 495 499 533

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。
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３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第３四半期報告書提出日までの役職の異動は、次のとおりであります。　

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役　
関東第二支店長、

海外担当部管掌　
取締役　

関東支店長(兼)関

東第二支店長、海

外担当部管掌　

酒光  修史　 平成20年７月１日

取締役　 営業第二部長　 取締役　 栗橋センター長 興梠　忠士　 平成20年７月１日

常務取締役 
総合企画部長、財

務経理部管掌
常務取締役 管理本部長   綾   宏將 平成21年２月１日

常務取締役 
管理本部長(兼)安

全管理部長
常務取締役

総合企画部長(兼)

安全管理部長 
 峯　 一央 平成21年２月１日

取締役 
中部支店開設準備

室長 
取締役 

関東第二支店長、

海外担当部管掌 
 酒光　修史 平成21年２月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,025,622 1,322,919

受取手形及び売掛金 4,245,428 2,826,468

繰延税金資産 64,296 163,860

その他 366,013 208,172

貸倒引当金 △827 △830

流動資産合計 5,700,534 4,520,591

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,939,755 6,056,929

機械装置及び運搬具（純額） 612,986 654,767

土地 7,185,067 7,185,067

建設仮勘定 175,547 261,297

その他（純額） 20,706 24,502

有形固定資産合計 ※
 13,934,063

※
 14,182,564

無形固定資産

ソフトウエア 251,284 107,323

無形固定資産合計 251,284 107,323

投資その他の資産

投資有価証券 1,304,517 1,259,590

長期貸付金 675,000 675,000

繰延税金資産 348,765 379,497

その他 680,998 615,057

貸倒引当金 △4,300 △4,000

投資その他の資産合計 3,004,981 2,925,145

固定資産合計 17,190,329 17,215,033

資産合計 22,890,864 21,735,624

負債の部

流動負債

営業未払金 2,098,911 1,219,095

短期借入金 1,975,600 1,500,600

未払法人税等 206,755 608,893

賞与引当金 52,916 203,000

役員賞与引当金 18,750 25,700

その他 1,499,022 1,229,883

流動負債合計 5,851,955 4,787,172

固定負債

長期借入金 2,168,300 2,758,000

退職給付引当金 721,232 681,750

役員退職慰労引当金 124,667 126,591

再評価に係る繰延税金負債 526,424 526,424

その他 175,945 255,570

固定負債合計 3,716,569 4,348,336

負債合計 9,568,525 9,135,508
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,217,560 1,217,560

資本剰余金 1,392,060 1,392,060

利益剰余金 10,793,387 10,085,946

自己株式 △5,140 △5,207

株主資本合計 13,397,867 12,690,358

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 78,381 63,624

土地再評価差額金 △435,901 △435,901

評価・換算差額等合計 △357,519 △372,276

少数株主持分 281,990 282,034

純資産合計 13,322,338 12,600,116

負債純資産合計 22,890,864 21,735,624
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業収益 24,200,283

営業原価 21,527,325

営業総利益 2,672,958

販売費及び一般管理費 ※
 1,239,927

営業利益 1,433,031

営業外収益

受取利息 16,053

受取配当金 22,209

持分法による投資利益 27,386

その他 100,680

営業外収益合計 166,329

営業外費用

支払利息 47,186

リース解約損 10,610

その他 3,922

営業外費用合計 61,720

経常利益 1,537,640

特別利益

固定資産売却益 222

投資有価証券売却益 11,582

その他 200

特別利益合計 12,005

特別損失

固定資産除却損 8,477

投資有価証券評価損 4,817

その他 1,784

特別損失合計 15,078

税金等調整前四半期純利益 1,534,566

法人税、住民税及び事業税 526,569

法人税等調整額 120,887

法人税等合計 647,457

少数株主利益 2,329

四半期純利益 884,779
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

営業収益 8,321,865

営業原価 7,251,620

営業総利益 1,070,245

販売費及び一般管理費 ※
 390,272

営業利益 679,972

営業外収益

受取利息 5,153

受取配当金 3,280

持分法による投資利益 17,445

その他 28,384

営業外収益合計 54,263

営業外費用

支払利息 15,139

その他 2,635

営業外費用合計 17,775

経常利益 716,460

特別損失

固定資産除却損 478

特別損失合計 478

税金等調整前四半期純利益 715,982

法人税、住民税及び事業税 178,749

法人税等調整額 110,067

法人税等合計 288,817

少数株主利益 7,681

四半期純利益 419,483
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,534,566

減価償却費 480,770

貸倒引当金の増減額（△は減少） 296

賞与引当金の増減額（△は減少） △150,083

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,950

退職給付引当金の増減額（△は減少） 39,482

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,923

受取利息及び受取配当金 △38,262

支払利息 47,186

持分法による投資損益（△は益） △27,386

投資有価証券売却損益（△は益） △11,582

有形固定資産売却損益（△は益） △222

固定資産除却損 8,477

売上債権の増減額（△は増加） △1,418,960

仕入債務の増減額（△は減少） 879,815

その他 43,847

小計 1,379,070

利息及び配当金の受取額 43,274

利息の支払額 △37,808

法人税等の支払額 △911,697

営業活動によるキャッシュ・フロー 472,840

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △6,689

投資有価証券の売却による収入 14,806

有形固定資産の取得による支出 △253,573

有形固定資産の売却による収入 348

有形固定資産の除却による支出 △2,644

無形固定資産の取得による支出 △161,663

その他 △72,158

投資活動によるキャッシュ・フロー △481,573

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 500,000

長期借入金の返済による支出 △614,700

自己株式の取得による支出 △23

自己株式の売却による収入 91

配当金の支払額 △171,830

少数株主への配当金の支払額 △2,100

財務活動によるキャッシュ・フロー △288,563

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △297,296

現金及び現金同等物の期首残高 1,062,919

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 765,622
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

 法人税等並びに繰延税金資産

及び繰延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要

なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、

かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度

において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっ

ております。

 

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社及び連結子会社は、当連結会計年度に係る第１四半期連結会計期間より、平成20年度の税制改正に伴い機械装置の

耐用年数の見直しを実施したことにより、改正後の耐用年数に基づく減価償却の方法に変更しております。

　これに伴う損益への影響は軽微であります。

 

EDINET提出書類

株式会社ヒューテックノオリン(E04210)

四半期報告書

18/24



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※ 有形固定資産の減価償却累計額は，10,042,191千円で

　 あります。

※ 有形固定資産の減価償却累計額は、9,641,637千円であ

　 ります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のとおりであります。

人件費 956,607千円

（うち賞与引当金繰入額） 9,162千円

（うち役員賞与引当金繰入額） 18,750千円

（うち退職給付費用） 86,018千円

（うち役員退職慰労引当金繰入額） 9,990千円

その他 283,319千円
 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のとおりであります。

人件費 291,206千円

（うち賞与引当金繰入額） 9,162千円

（うち役員賞与引当金繰入額） 6,250千円

（うち退職給付費用） 28,576千円

（うち役員退職慰労引当金繰入額） 3,311千円

その他 99,065千円
 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲載されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,025,622千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金等 △260,000千円

現金及び現金同等物 765,622千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　  普通株式　10,438,000株

２．自己株式の種類及び株式数

　　普通株式　     6,200株　

３．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年6月26日

定時株主総会
普通株式 104,316 10平成20年3月31日平成20年6月27日 利益剰余金　

平成20年11月10日

取締役会
普通株式 73,021 7 平成20年9月30日平成20年12月8日 利益剰余金　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

 
運送事業
（千円）

倉庫事業
（千円）

その他事業
（千円）

合計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

営業収益       

(1)外部顧客に対する

　 営業収益
5,747,2052,236,674337,9858,321,865 － 8,321,865

(2）セグメント間の内部

    営業収益又は振替高
27,308 25,963 1,753 55,025 (55,025) －

計 5,774,5142,262,638339,7388,376,891(55,025)8,321,865

営業利益 819,117223,26527,8611,070,245(390,272)679,972

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

 
運送事業
（千円）

倉庫事業
（千円）

その他事業
（千円）

合計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

営業収益       

(1)外部顧客に対する

   営業収益
16,896,8376,520,541782,90424,200,283 － 24,200,283

(2）セグメント間の内部

    営業収益又は振替高
97,648 80,539 4,406 182,593    (182,593) －

計 16,994,4856,601,081787,31024,382,877    (182,593)24,200,283

営業利益 2,026,947568,53177,4802,672,958
   

(1,239,927)
1,433,031

　（注）１．事業区分は、当社グループにおける事業別営業収益区分によっております。

２．各事業の主な業務

(1)運送事業……冷凍食品・チルド食品の輸配送業務、貴重品類の輸送業務、病院向けリネン類の集配業務。

(2)倉庫事業……冷凍食品・チルド食品の保管・荷役業務。

(3)その他事業…冷凍食品等の小袋パック詰め加工業務、量販店向けの魚貝類の加工業務。

 

【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日）および当第３四半期連結累計期間

（自 平成20年４月１日　至 平成20年12月31日）において、本邦以外の国または地域に所在する連結子会社およ

び在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日）および当第３四半期連結累計期間

（自 平成20年４月１日　至 平成20年12月31日）において、海外営業収益がないため該当事項はありません。

 

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

  ません。

 

（デリバティブ取引関係）

　　　　　該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　　　　　該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

　　　　　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,250.06円
 

１株当たり純資産額 1,180.83円
 

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 84.82円１株当たり四半期純利益金額 40.21円

  

　　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

　ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

　ん。

　　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

　ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

　ん。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純利益（千円） 884,779 419,483

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 884,779 419,483

期中平均株式数（株） 10,431,693 10,431,729

 

（重要な後発事象）

　　　　　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　　所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っており

　　ますが、当第３四半期連結累計期間におけるリース取引残高は、前連結会計年度末に比べて著しい変動が認

　　められないため、記載しておりません。

 

２【その他】

　平成20年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　　（イ）中間配当による配当金の総額 ……………… 73,021千円

　　（ロ）１株当たりの金額 …………………………… 7円00銭

　　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 …… 平成20年12月８日　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月12日

株式会社ヒューテックノオリン

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 飯塚　俊二　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 上林　礼子　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヒューテッ

クノオリンの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日

から平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につい

て四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヒューテックノオリン及び連結子会社の平成20年12月31日現在

の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連

結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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